
はじめに

メキシコは二度の金融危機以降，NAFTA 加入，市場開放を経て順調に経済

発展を遂げてきている。１９９４年時点での名目 GDP は５，２７０億ドルであったが，

２０１５年時点の名目 GDP は１兆１，４３８億ドルであり，一人当たり GDP も

９，４５２ドルに達している１）。経済成長に伴い個人所得も増加しているが２），全体

の賃金上昇率がインフレ率に追いつかず，実質所得は横ばい，もしくはやや減

少しているのが実情である。またメキシコにおいては，２０１４年時点のジニ係

数が４８．２となっており３），いまだに経済格差が大きい４）。これらのデータは，

富裕層は更なる富の蓄積，収入の拡大を実現しているが，大衆レベルにおいて

は，ある程度の中間層の増加は見られるものの，全体的な底上げには至ってい

ないことを意味している。一方，メキシコの個人消費支出は年々増加している。
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１） IMF - World Economic Outlook Databases（２０１６年度版）：

http://www.imf.org/external/pubs/ft/weo/2016/02/weodata/index.aspx（２０１６年８月１０日参照）

２）２０１４年の名目国民所得は一人当たり１７，５２７ドルとなっている（OECD Data- Gross national

income : https://data.oecd.org/natincome/gross-national-income.htm#indicator-chart（２０１６年８月

１０日参照））

３） THE WORLD BANK - GINI index (World Bank estimate) :

http://data.worldbank.org/indicator/SI.POV.GINI（２０１６年８月１０日参照）

４） メキシコの経済格差が大きい原因としては，相続税が存在しないこと，教育制度，縁故に

よる雇用などが挙げられる。
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世界銀行によれば，２０１４年のメキシコの総消費額は８，８２４億６，２００万ドル

(一人当たり消費額は約７，３７１ドル）であり５），同年の対 GDP 比は約６８％と

かなり消費性向は高い傾向にある。また規模別企業構成の点からは，中小企業

とくに零細・小企業が大半を占め，インフォーマル部門が活発なメキシコでは，

収入構造に不均衡が生じ，個人の資金調達に関しても何らかの制約が伴ってい

る可能性がある。

そこで本稿の目的は，第１に基礎的なデータを用いて，一般的なメキシコの

労働形態，所得・支出構造の特徴を整理し，格差構造の把握をすることにある。

第２に大衆層の小口資金調達行動について金融機関貸出データを基に考察を行

い，その特徴の把握を目的とする。また，貧困層には移民送金も重要な資金調

達手段となることから，移民送金についても現状とその特徴を整理し，最後に

まとめとして，資金調達行動における課題について考察を行う。なお本稿では

公的金融部門は対象とせず，民間金融部門を対象とする。

１． 企業構造と労働形態

１－１ 企業割合，部門別割合

メキシコ企業庁 (Secretaría de Economía: SE) の２００９年の定義によれば，メキ

シコの規模別企業分類は従業員数と年間売上高をもとに決定される。業種ごと

に定義されており，各業種にほぼ同様の定義が用いられるが，商業のみ従業員

数の定義が異なっている（表－１）。この定義の特徴としては，従業員数ではな

く売上高が企業規模分類に影響を持つということが挙げられる６）。

従業員数別企業割合においては，２０１４年時点で零細企業が約９４．３％を占め，

小企業４．７％，中企業０．８％，大企業０．２％となっている。２００９年と比べ零細

企業の割合が０．５％減少し，代わって小企業の割合が０．５％増加したものの，

中企業，大企業の割合に変化は見られない７）。企業規模別生産額においては，

５） THE WORLD BANK -Household final consumption expenditure :

http://data.worldbank.org/indicator/NE.CON.PRVT.CD（２０１６年８月１０日参照）

６） この定義を使用した場合，仮に従業員が２名で，売上高が６００万ペソの企業場合，従業員

数で考えると零細企業であるが，合計値が（２×０．１）＋（６×０．９）＝５．６となり，小企業に分

類される。ただし，メキシコの企業の特性上，現時点であまりこうしたケースは想定しづら

く，概ね実態を反映した分類となっていることが多い。

７） INEGI「Censos económicos 2014」
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２０１３年時点で中小・零細企業の合計は約３６％に留まっており，大企業が全体

の約６４％を占めることから，かなりの偏りが存在している。また，２００８年次

との比較では，大企業・中企業がそれぞれ減少している一方，零細・小企業が

生産額を伸ばしている。特に２０１３年では，零細企業が小企業を上回っており，

零細企業の活動の活発化の傾向が見て取れる（図－１）。

従業員数においては業種別に見た場合，２０１３年時点で，民間非金融サービ

スが約３５．８％，次いで商業約２９．６％，製造業約２３．５％となっており，これら

３業種で全体の約８８．９％を占めている。また，生産額では，製造業約２９．０％，

図－１ 企業規模別生産額対 GDP 比（２００８年，２０１３年）

（出所） INEGI「Censos económicos 2014」

表－１ 業種別企業規模分類基準

企業規模 項目
業 種

工業 商業 サービス業

零細企業

従業員数
年間売上

０～１０
０～４

０～１０
０～４

０～１０
０～４

合計値上限 ４．６ ４．６ ４．６

小企業

従業員数
年間売上

１１～５０
４．０１～１００

１１～３０
４．０１～１００

１１～５０
４．０１～１００

合計値上限 ９５ ９３ ９５

中企業

従業員数
年間売上

５１～２５０
１００．１～２５０

３１～１００
１００．１～２５０

５１～２５０
１００．１～２５０

合計値上限 ２５０ ２３５ ２５０

注１） 表中の年間売り上げの単位は“１００万ペソ”となっている。
注２） 合計値は，次の式の合計となる。

“従業員数×０．１”＋“年間売上高×０．９”＝合計値
（出所） INEGI「Censos económicos 2009」

零細 小企業 中企業 大企業

（％）
６５．３ ６４．１７０

６０

５０

４０

３０

２０

１０

０

１７．４ １６．６
９．８ ９．５８．３ ９．０

２００８ ２０１３
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民間非金融サービス約１９．６％，鉱業約１６．８％，商業約１５．５％となっており，

上位４業種で全体の約８０．９％を占めている。特に鉱業は従業員数では約０．８

％であるが，取扱い額の大きさから，生産額では約１６．８％と第３位となって

いる（表－２）。

１－２ 労働形態

フォーマル部門とインフォーマル部門８）の労働割合に特徴が見られる。国立

統計地理情報院 (Instituto Nacional de Estedística y Geografía : INEGI) が実施す

る職業と雇用の全国調査 (Encuesta Nacional de Ocupación y Empleo : ENOE) に

よれば，２０１４年第３四半期時点のフォーマル・インフォーマル分野での雇用

割合は，フォーマルが約７２．８％，インフォーマルが約２７．２％となっている。

また，正規・非正規の割合でみた場合，正規が約４１．９％，非正規が約５８．１％

となり，正規の雇用が得にくい状況が見て取れる（表－３）。これらインフォー

マル部門から法人税を徴収することが難しいことがメキシコの徴税率の低さに

つながっているが，メキシコでは政府が適切な雇用を創出できていない側面が

あり，雇用の受け皿として，ある種インフォーマル部門の活動が黙認されてい

８） インフォーマル部門とは，露天商や行商人などの非合法な経済主体のもとで行われる物を

指す。例えば，路上において無許可で雑貨やお菓子を売るもの，路上でタコスなどの露店を

営むものはこれに当たる。

表－２ 業種別従業員・生産額割合（２００８年，２０１３年）

経済セクター

構成比（％）

雇用者（％） 生産額（％）

２００８年 ２０１３年 ２００８年 ２０１３年

製造業 ２３．２ ２３．５ ２９．３ ２９．０

民間非金融サービス ３４．１ ３５．８ １７．４ １９．６

鉱業 ０．７ ０．８ ２０．９ １６．８

商業 ３０．５ ２９．６ １２．４ １５．５

金融・保険サービス ２．４ ２．２ ８．３ ９．５

電気・ガス・水道 １．２ １．０ ５．２ ４．３

輸送・郵便・倉庫 ３．６ ３．６ ３．７ ３．２

建設 ３．５ ２．６ ２．４ １．８

漁業・農業 ０．９ ０．９ ０．２ ０．２

（出所） INEGI「Censos económicos 2014」
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る現状がある。

１－３ インフレ率・失業率

メキシコは，１９８０年代～１９９０年代にかけて２度の大きな経済危機に見舞わ

れた。最初の危機は１９８２年の債務危機であり，この際に大幅なインフレを経

験している９）。債務危機後，サリナス政権下では１９８８年～１９９４年にかけて積

極的な経済安定化と市場自由化が実施され，先進国からはネオリベラリズムに

基づく経済改革の優等生との評価を得た結果，輸出の急成長と共に，海外から

多額の資本が流入し，高い経済成長を実現した１０）。

２度目の経済危機は１９９４年に発生したテキーラショックと呼ばれる通貨危

機である１１）。先住民による反乱や，大統領候補の暗殺などの政情不安が顕在化

したため，急激に海外投資家の資金が流出し，ペソの大暴落を招いた。これに

対し国際機関，米国，日米欧の民間銀行が総計５００億ドルを超える緊急支援を

実施したことで，危機は回避された。テキーラショック以降，NAFTA 加入，

市場自由化の継続，緊縮財政が功を奏し，メキシコ経済は順調に回復を実現し，

直近１０年ではリーマンショックの影響を受けた２００８年，２００９年がインフレ

率約５％台となっているが，２００５年以降，概ね３～５％台で推移しており，比

較的安定した状態となっている。特に２０１５年，２０１６年ではインフレ率は，

２．７％，２．８％となっており，低水準で推移している（図－２）。

メキシコの失業率は過去２０年，テキーラショックの影響を受けた１９９５年の

６．２％が最高であり，概ね３～５％台で推移している。直近１０年間の失業率も

３～５％台で推移しており，世界的に見ても失業率は低水準となっている（図

－３）。ただし，メキシコでは失業率の定義に ILO 基準，OECD 基準を用いず，

独自の国家基準を使用している為，一般的な失業率とは違う結果となる。メキ

シコの定義では，雇用アンケートで１週間に少なくとも１時間以上働いている

と答えた者は，報酬の有無に関わらず被雇用者と数えられてしまう。無報酬の

９） メキシコでは，１９８２年の債務危機の影響で１９８３年：１０１％，１９８７年：１３１％，１９８８年：

１１３％，のインフレを記録している。(IMF - World Economic Outlook Databases)

１０） 債務危機後の１９８３年～１９８８年の平均経済成長率は約０．３％であったが，１９８９年～１９９４

年の平均経済成長率は約４％であった。(IMF - World Economic Outlook Databases)

１１） テキーラショックの影響で，メキシコは１９９５年の経済成長率は－５．７％，インフレ率は

３５％を記録し，１９９５年～１９９９年まで，インフレ率は２桁を記録している。(IMF - World

Economic Outlook Databases)

社会イノベーション研究

― ―４７０



家事労働者や，生計維持に必要な最低水準を下回る賃金で雇用されている者も

就業者と数えられてしまうため，実態を反映しない低水準の失業率として表れ

ている側面があることに注意が必要である。国際的な基準で算定した場合，公

表の失業率よりも大きくなることが予想されるが，インフォーマル労働者が多

数存在することから，実際の失業率を算定することには困難である。

図－２ メキシコのインフレ率推移（２００５年～２０１６年）

（出所） IMF - World Economic Outlook Databases（２０１６年１０月版）

図－３ メキシコの人口および失業率推移（２００５年～２０１６年）

（出所） IMF - World Economic Outlook Databases（２０１６年１０月版），National Population Statistics Office
(CONAPO)
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２． 収入，支出構造

２－１ 個人収入

メキシコでは法定最低賃金の見直しが毎年行われており，２０１５年までは地

域によって法定最低賃金に差があったが，２０１６年に統一された（表－４）。２０１６

年１月以降の法定最低賃金は日給７３．０４ペソ１２）となっている。また，法定最

低賃金は各専門職においても適用されており，職種によって金額が異なる（表

－５）。

メキシコでは，法定最低賃金の０～２ヵ月分を得る層を貧困層，２．０１～６か

月分を得る層を中間層，６．０１ヵ月分以上を得る層を富裕層としている。INEGI

が実施したアンケート調査「世帯収入および支出統計 2014 (Encuesta nacional

de ingresos y gastos de los hogares 2014）」によれば，２０１４年時点の総人口は約

１億１，９００万人，世帯数は約３，１６７万世帯，総世帯収入は約１兆２，５８６億ペソ

となっている。収入階層別に全体を１０分割した項目のアンケート結果を見る

と，世帯数別では，２ヶ月分までを得ている貧困層世帯（Ⅰ～Ⅲ階層）が全体

の約１４％，２．０１～６ヵ月分を得ている中間層世帯（Ⅳ～Ⅶ階層）が約５６％，

６．０１ヵ月以上を得ている富裕層世帯（Ⅷ～Ⅹ階層）が約３６％となっている。

世帯で見た場合，中間層が半数以上を占めているため，あまり格差を感じさせ

ないが，階層別総収入額で見た場合には，かなりの格差があることが分かる。

１２） 実際には法定最低賃金では生活に十分な所得を得られない。なお，７３．０４ペソ＝４０２．４５

円となる。（２０１６年１０月３１日時点の為替レート１ペソ＝５．５１円で計算。

OANDA : https://www.oanda.com）

表－４ 最低賃金推移（２００１年～２０１６年） （単位：ペソ）

地域 ２００１年 ２００２年 ２００３年 ２００４年 ２００５年 ２００６年 ２００７年 ２００８年

都市部 ４０．３５ ４２．１５ ４３．６５ ４５．２４ ４６．８０ ４８．６７ ５０．５７ ５２．５９

中核都市 ３７．９５ ４０．１０ ４１．８５ ４３．７３ ４５．３５ ４７．１６ ４９．００ ５０．９６

地方 ３５．８５ ３８．３０ ４０．３０ ４２．１１ ４４．０５ ４５．８１ ４７．６０ ４９．５０

地域 ２００９年 ２０１０年 ２０１１年 ２０１２年 ２０１３年 ２０１４年 ２０１５年 ２０１６年

都市部 ５４．８０ ５７．４６ ５９．８２ ６２．３３ ６４．７６ ６７．２９ ７０．１０ ７３．０４

中核都市 ５３．２６ ５５．８４ ５８．１３ ６０．５７ ６１．３８ ６３．７７ ６６．４５ ６６．４５

地方 ５１．９５ ５４．４７ ５６．７０ ５９．０８ ５９．０８ ５９．０８ ５９．０８ ５９．０８

（出所） Servicio de Administración Tributaria, México
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表－５ ２０１６年１月１日以降専門職最低賃金（日給）

カテゴリー
最低賃金
（日給）

カテゴリー
最低賃金
（日給）

カテゴリー
最低賃金
（日給）

カテゴリー
最低賃金
（日給）

家禽農場での運転
手

９１．１８
乗用車・軽トラッ
クの部品販売店の
カウンター店員

９６．０７ ボイラー技士 １０１．８０ 骨組み大工 １０６．４９

セルフサービス店
舗での商品陳列棚
の従業員

９２．３２
バーでのドリンク
給仕係

９６．６５
一般的な木工機械
の公式オペレー
ター

１０１．８０ 組石工事職人 １０６．４９

機械による搾乳人 ９２．３２
自宅での衣服の裁
縫師

９７．１１
一般的な住居・建
築物の公式塗装工

１０１．８０ パティシエ １０６．４９

ホテル・モーテル
・その他宿泊施設
の客室係

９２．３２
家電製品フロアー
の販売員

９７．１１
衛生設備の公式配
管工

１０２．０１
農業機械のオペレ
ーター

１０７．０７

薬局・ドラッグス
トアのカウンター
の店員

９２．６３
寝具の製造・修理
職人

９７．７４ 鍛冶場職人 １０２．５８
自宅での仕立て職
人

１０７．０７

衣服製造工場・工
房の裁縫師

９４．３０

金物店・ホームセ
ンターのカウンタ
ー店員

９８．２６
乗用車・軽トラッ
クの公式塗装工

１０２．５８

レストラン，食堂
その他食品準備・
販売施設における
料理長

１０８．００

公式ガソリンスタ
ンド従業員

９４．３０
建物・住居建設の
左官

９８．５２
公式タイル配置職
人

１０４．１０
一般貨物トラック
運転手

１０８．９４

靴製造工場・工房
の公式裁断師

９４．３０
駐車場における乗
用車案内運転手

９９．２５
公式電気設備の修
理・設置技師

１０４．１０ 次官補 １１０．１４

監視員 ９４．３０ 一般的な美容師 ９９．２５
公式乗用車・軽ト
ラツク修理のブリ
キ職人

１０４．５１
乗用車・軽卜ラッ
ク修理の公式メカ
ニック

１１０．４０

レジ係 ９４．４６
カウンターでの肉
屋の主人

９９．２５
家具の修理・製造
の公式大工

１０４．５１
ブルドーザーのオ
ペレーター

１１２．１７

クリーニング屋・
同様の施設のアイ
ロンがけ職人

９４．４６
家電製品の公式修
理工

１００．５５
公式乗用車・軽ト
ラックの電気技師

１０５．２４ 浚渫船運転手 １１３．３２

乗用車・軽トラッ
ク・その他エンジ
ン付き車両の注油
職人

９５．１３ レッカー車運転手 １００．９７
溶接用火炎ランプ
・電気アークでの
溶接工

１０５．２４
ソーシャルワーク
技術者

１２０．４０

靴製造工場・工房
の公式裁断職人

９５．６０
公式モーター・発
電機の修理サービ
スの電気技師

１００．９７
一般貨物軽トラッ
ク運転手

１０５．５０
日刊新聞のグラフ
ィックレポーター

２１８．８７

靴修理工房での公
式靴製造人

９５．６０
乗用車の内装の布
張り職人

１００．９７
公式家具製造・修
理職人

１０６．２３
日刊新聞の報道記
者

２１８．８７

倉庫・保管所の担
当者

９６．０７
家具修理の公式布
張り職人

１００．９７
電子・電気機器の
公式無線工学修理
技師

１０６．２３

（出所） Servicio de Administración Tributaria, México
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表
－
６
３
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毎
収
入
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別
世
帯
数
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び
総
収
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額
（
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年
）

収
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層
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困
層

中
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裕
層

合
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Ⅰ ０
―１

Ⅱ
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．０
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―１
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１
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８．０１ヵ月以上を得ている世帯（Ⅹ階層）は世帯数では全世帯の内約２３．６％を

占めるが，総収入額の約５６．５％を占めている。つまり，Ⅰ～Ⅸの階層の合計

値がⅩ階層を下回っている状況にある（表－６）。このことから，約７６．４％の

世帯で総収入額の約４３．５％しか得ていないことになり，全体の格差は依然大

きい状態にあるといえる。

２－２ 家計支出

INEGI の「世帯収入および支出統計 2014」によれば，２０１４年の全世帯の総

支出額は，約８，３８２億２，１００万ペソとなっている。それぞれ，貧困層世帯（Ⅰ

～Ⅲ階層）が全体の約４．６％，中間層世帯（Ⅳ～Ⅶ階層）が約３２．４％，富裕層

世帯（Ⅷ～Ⅹ階層）が約６３％を占めている。なお，総収入構造と同様に，

８．０１ヵ月以上を得ている世帯（Ⅹ階層）の総支出が突出しており，全体の約

５０．１％を占めている（表－７）。

同様に，「世帯収入および支出統計 2014」では支出項目別に９項目について

アンケートを行っている。全世帯の支出割合として上位の項目は「食料，飲料

ならびにタバコ」が約３４．１％，「車両購入および維持費」が約１８．８％，次いで

「教育費」が約１４．０％となっており，これら３項目で約６６．９％を占めている

（図－４）。各世帯においてこれらの項目は所謂生活必需品に関連した項目とな

っている為，割合も大きくなっている。

所得階層別で見た場合，各項目の支出割合に違いが出てくる。「食品，飲料

図－４ ３か月毎項目別支出割合（２０１４年）

（出所） INEGI「Encuesta nacional de ingresos y gastos de los hogares 2014」

支出移転
３．０％

衣料品
４．７％

健康維持費
２．５％住宅清掃関連

６．２％
食品，飲料なら
びにタバコ
３４．１％

パーソナルケ
ア，アクセサ
リー関連
７．２％

電力，エネルギー
等住居維持関連

９．５％

車両購入および維持費
１８．８％教育費

１４．０％
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―１
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１
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１
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Ⅳ
２
．０
１
―３
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．０
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Ⅶ
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６
．０
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７
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１
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Ⅹ
８
．０
１
―

世
帯
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９３
１
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０４

１
，５
０９
，６
３８

１
，９
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，８
７３

４
，６
７８
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７４

４
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６６
，１
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３
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４

７４
，２
９７
．７
６

６４
，２
１６
．７
６

５８
，７
９０
．４
７

４９
，５
０９
．１
９
４１
９
，８
９０
．９
５

８３
８
，２
２１
．０
４

割
合

０
．７
％

１
．４
％

２
．４
％

７
．０
％

８
．８
％

８
．９
％

７
．７
％

７
．０
％

５
．９
％

５０
．１
％

１０
０
．０
％

小
計

世
帯
数

４
，４
０７
，６
１５

１５
，８
１４
，０
９０

１１
，４
０１
，１
８７

３１
，６
２２
，８
９２

割
合

１３
．９
％

５０
．０
％

３６
．１
％

１０
０
．０
％

総
収
入
額

３８
，３
７４
．２
４

２７
１
，６
５６
．１
８

５２
８
，１
９０
．６
２

８３
８
，２
２１
．０
４

割
合

４
．６
％

３２
．４
％

６３
．０
％

１０
０
．０
％

注
１
）
表
中
の
世
帯
数
は
実
数
値
，
総
収
入
額
の
単
位
は
１０
０
万
ペ
ソ
。

注
２
）
表
中
の
収
入
別
階
層
の
Ⅰ
～
Ⅹ
の
数
字
は
，
法
定
最
低
賃
金
の
乗
数
を
表
す
。

（
出
所
）

IN
E
G
I「
E
nc
ue
st
a
na
ci
on
al
de
in
gr
es
os
y
ga
st
os
de
lo
s
ho
ga
re
s
20
14
」
を
基
に
筆
者
作
成
。
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ならびにタバコ」の項目においては，Ⅹ階層のみが約２６．６％と平均値を下回

っているものの，全体的に高い比率となっている。中間層においてさえ概ね

４０％台であり，とりわけ貧困層では約４８％～５１％となっていることから，エ

ンゲル係数が高く，生活に困難をきたしている状況が見て取れる。

「車両購入および維持費」の項目については，収入が高くなる程，比率が高

くなる傾向がある。メキシコでは基本的に旅客鉄道が無いことから
１３）
，日常の

移動手段としては車かバスが普通であり，ある程度の収入があれば車を購入す

るのが普通である。ただし，貧困層においては車を購入する余裕が無いことが

予想され，この項目の費用は主に公共交通機関であるバスの運賃と考えられる。

「教育費」の項目においては，貧困層では軒並み１０％を切る結果となってい

る。メキシコでは中学校までは義務教育となっており，授業料は無料であるが，

教育に付随する諸費用を賄えない，また地方では農業やインフォーマル部門を

営む家庭において，子供も重要な労働力とされていることから，学校に通わな

１３） 都市部には地下鉄があるものの，地方には貨物以外の鉄道は存在しておらず，日常の市内

移動においては，公共交通機関であるバスが主な移動手段となっている。バスの運賃は定額

で，各地域で金額が異なる。例えばグアダラハラ市の場合，大人７ペソ，子供３．５ペソとな

っている。

表－８ ３か月毎階層別世帯内支出割合（２０１４年）

収人別階層

貧困層 中間層 富裕層

Ⅰ
０―１

Ⅱ
１．０１―１．５

Ⅲ
１．５１―２

Ⅳ
２．０１―３

Ⅴ
３．０１―４

Ⅵ
４．０１―５

Ⅶ
５．０１―６

Ⅷ
６．０１―７

Ⅸ
７．０１―８

Ⅹ
８．０１―

食品，飲料ならびにタ
バコ

５１．３％ ５０．５％ ４７．８％ ４６．７％ ４２．９％ ４１．５％ ３９．６％ ３７．４％ ３６．４％ ２６．６％

車両購入および維持費 １１．５％ １２．１％ １１．９％ １３．８％ １５．７％ １８．２％ １８．９％ ２０．２％ １９．６％ ２０．４％

教育費 ４．６％ ５．１％ ７．０％ ８．２％ １０．６％ ９．１％ １０．８％ １１．５％ １２．３％ １８．１％

電力，エネルギー等住
居維持関連

１０．０％ １０．３％ １１．２％ １１．３％ １０．８％ １０．２％ ９．９％ ９．９％ ９．９％ ８．５％

パーソナルケア，アク
セサリー関連

７．４％ ６．９％ ７．２％ ６．８％ ６．９％ ７．７％ ６．７％ ６．７％ ７．１％ ７．４％

住宅清掃関連 ７．２％ ６．７％ ５．８％ ５．３％ ５．２％ ４．９％ ５．１％ ４．８％ ５．１％ ７．２％

衣料品 ３．８％ ４．３％ ４．３％ ４．４％ ４．２％ ４．５％ ４．８％ ４．８％ ５．１％ ４．８％

支出移転 １．５％ １．１％ １．４％ １．５％ １．５％ １．９％ ２．４％ ２．８％ ２．６％ ４．１％

健康維持費 ２．５％ ３．０％ ３．４％ ２．０％ ２．１％ １．９％ １．８％ ２．０％ １．９％ ２．９％

小 計 １００．０％ １００．０％ １００．０％ １００．０％ １００．０％ １００．０％ １００．０％ １００．０％ １００．０％ １００．０％

注１） 表中のパーセンテージは各所得階層内での比率であり，全体の比率とは異なる。
注２） 表中の収入別階層のⅠ～Ⅹの数字は，法定最低賃金の乗数を表す。
（出所） INEGI「Encuesta nacional de ingresos y gastos de los hogares 2014」を基に筆者作成。
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い児童が多数存在する
１４）
。その他の項目においては顕著な違いはなく，概ね各

階層の消費行動には類似性が見て取れる。ただし，所得額の違いから，実際の

消費額には相応の違いがあることに注意が必要である（表－９）。

３． 資金調達

３－１ 金融機関の特徴

民間金融機関を通じた資金調達において，資金額では商業銀行が主な融資機

関となっており，補完する形で公共性・地域性を帯びた Caja popular（庶民金

庫）１５）などが存在する。また，少額貸し付けにおいては Compartamos banco（コ

１４） メキシコの就学率は，小学校でも１００％には達しておらず，中学校になると更に低くなる

傾向がある為，義務教育を修了できない児童が多数存在し，学歴がないことが好待遇の仕事

に就けない要因の一つとなっていると考えられる。また，大学を修了しても相応の仕事が確

保・提供されないという状況もあり，このことが高校を修了した際に直ぐに職に就く要因の

一つともなっていると考えられる。

１５） 庶民金庫を利用するには，socio（ソシオ）と呼ばれる会員になる必要がある。この点に

おいて，日本の共同組織金融機関に類似する。また，庶民金庫の主な業務は，融資のほか預

金の受け入れも行っており，銀行形態に近いものとなっている。融資の申請においては，通

常，預金額に応じて融資額が決定する傾向にあり，より良い融資を得るためには，預金が重

表－９ ３か月毎階層別項目毎世帯当たり支出額（２０１４年）

収人別階層

貧困層 中間層 富裕層
全世帯
平均Ⅰ

０―１
Ⅱ

１．０１―１．５
Ⅲ

１．５１―２
Ⅳ

２．０１―３
Ⅴ

３．０１―４
Ⅵ

４．０１―５
Ⅶ

５．０１―６
Ⅷ

６．０１―７
Ⅸ

７．０１―８
Ⅹ
８．０１―

食品，飲料ならび
にタバコ

３，４９７．４ ４，０２２．６ ４，９５０．７ ５，９２４．５ ７，１４０．８ ８，１９９．７ ８，８３５．７ ９，８６８．４ １０，７５５．４ １４，９４２．４ ７，８１３．８

車両購入および維
持費

４３２．６ ５２６．４ ６６７．４ ７８６．６ ９０７．７ １，１４８．４ １，３１０．４ １，５５２．１ １，７７２．４ ３，１６８．７ １，２２７．３

教育費 ７４０．１ ８５９．５ １，２０３．３ １，４８２．３ １，８４０．６ ２，０５０．４ ２，２３４．４ ２，６２８．２ ２，９５４．３ ４，８１９．０ ２，０８１．２

電力，エネルギー
等住居維持関連

４９８．６ ５４２．９ ６０５．３ ６８３．４ ８７８．０ ９８５．３ １，１３４．５ １，２６７．８ １，５０２．６ ４，０７２．０ １，２１７．０

パーソナルケア，
アクセサリー関連

３９７．７ ５４８．２ ７４２．９ ５２５．７ ７００．９ ７１８．０ ７５２．１ ９１８．５ １，１１７．４ ２，６２１．１ ９０４．２

住宅清掃関連 １，２１１．５ １，２６９．０ １，５０３．２ １，９２７．８ ２，７４９．２ ３，６８３．３ ４，２８５．０ ５，３４９．４ ５，８４７．９ １１，５４１．０ ３，９３６．７

衣料品 １，００７．０ １，０５９．４ １，４５６．４ １，７９５．４ ２，４８４．８ ２，５１２．３ ３，１４０．７ ３，８６５．３ ４，５７５．４ １１，４５８．２ ３，３３５．５

支出移転 ５１６．２ ５５８．７ ７４９．７ ８６６．５ １，１５４．５ １，５３０．８ １，４９２．５ １，７７３．７ ２，１１２．２ ４，１５９．５ １，４９１．４

健康維持費 ４９５．９ ４２５．７ ５８５．９ ７５６．３ ９５４．１ １，２７７．８ １，４９３．１ ２，０２６．２ １，９４９．１ ４，６６０．１ １，４６２．４

注１） 表中の数字は総支出額を世帯数で割ったもの。
注２） 表中の収入別階層のⅠ～Ⅹの数字は，法定最低賃金の乗数を表す。
（出所） INEGI「Encuesta nacional de ingresos y gastos de los hogares 2014」を基に筆者作成。
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ンパルタモス銀行）を筆頭に多数のマイクロファイナンス金融機関１６）がその

役割を担っている。１９９４年の経済危機以降，銀行部門の再編が活発に行われ，

商業銀行部門において買収・再編による大銀行への資産の集中が見られた。そ

の結果２００９年時点で，商業銀行部門に上位５行が全商業銀行の約７５％の総資

産を占めるに至り，４行が外資系銀行となっている。メキシコ資本の銀行は総

資産額第４位の Banorte（バンノルテ）銀行だけとなり，メキシコ資本の銀行

のプレゼンスが低下する結果となっている（表－１０）。上位５行以外で特徴的

なのが，第１０位にランクしている Banco Azteca（アステカ銀行）である。総

資産額が６１０億ペソ，貸出額が２２０億ペソと規模は大きくはないが，支店数は

要となる。詳細については，例えば以下のホームページを参照されたし。

(Caja popular mexicana : https://www.cpm.coop/)

１６） 現在メキシコでは少なくとも８８団体以上のマイクロファイナンス機関が登録されており，

近年その数は上昇してきている（Microfinance Information Exchange : https://www.themix.org/)。

また，マイクロファイナンス機関のプレゼンスの上昇とともに，多重債務の発生の懸念も指

摘されている (Graham et al. (2013)）。

表－１０ メキシコの主要商業銀行概要（２００９年６月末）
（単位：１０億ペソ，％）

銀行名
出資国およ
び外国銀行

総資産 貸し付け 預金 支店 自己資本
比率金額 構成比率 金額 構成比率 金額 構成比率 金額 構成比率

BBVA Bancomer
スペイン
BBVA

１，１２４ ２３．６ ５５１ ２７．５ ５８１ ２５．３ １，８３８ １７．５ １５．０

Banamex
アメリカ
Citygroup

９９４ ２０．９ ２７６ １４．９ ３８３ １６．６ １，５９０ １５．２ １７．６

Santander Serfin
スペイン
BSCH

６４５ １３．６ ２１９ １１．８ ２８８ １２．５ １，０５４ １０．１ １３．４

Banorte
メキシコ

−
５４１ １１．４ ２２０ １１．９ ２６９ １１．７ １，０７６ １０．３ １５．６

HSBC
国

HSBC
４０３ ８．５ １６０ ８．６ ２４４ １０．６ １，１９０ １１．３ １３．４

Inbrusa
メキシコ

−
２０１ ４．２ １５５ ８．４ １４３ ６．２ ９８ ０．９ ２１．０

Scotiabank Inberlat
カナダ
Scotiabank

１５２ ３．２ ９７ ５．２ １１２ ４．９ ５９７ ５．７ １５．９

Banco del Bajío
メキシコ

−
７２ １．５ ４７ ２．５ ５３ ２．３ １８７ １．８ １５．７

IXE Banco
メキシコ

−
６７ １．４ ２１ １．１ ２９ １．３ １４６ １．４ １６．７

Banco Azteca
メキシコ

−
６１ １．３ ２２ １．２ ４９ ２．１ １，１７９ １１．２ １３．８

（出所） 中畑 (2010) p. 67
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３位の Santander Serfin（サンタンデール銀行）を上回る１，１７９店舗となってい

る。アステカ銀行は，ラテンアメリカ地域を基盤とする小売業のエレクトラグ

ループ (Grupo Elektra) の出資により２００２年に設立された。エレクトラグルー

プはメキシコ国内に多数の店舗を展開しており，アステカ銀行はその多くがエ

レクトラグループの店舗内に設置されたため，開業当初より８１５店舗を展開す

ることとなった。また，アステカ銀行は移民送金の窓口となっていることから，

これらの資金をもとに，併設されている小売店舗の商品を販売することにも成

功している。特に分割払いを提供していることから，従来所得水準が十分では

ない為，購入を断念していた収入層の人々に家電製品やオートバイ等の製品の

購入を可能にした。エクストラグループは以前から消費者金融を営んでいたが，

この成功により徐々に金融に関する業務を譲渡している１７）。

３－２ 個人向け融資状況

メキシコ中央銀行 (Banco de México) の「個人向け融資の基礎指標」調査に

よれば，２０１５年８月時点の主要金融機関による個人向け融資件数は７１３万

１，７９３件，認可済み融資総額は約１，１０９億４，３００万ペソとなっている。認可済

み融資残高のトップはバナメックス銀行で，約３７１億２，１００万ペソとなってお

り，次いで BBVA Bancomer（バンコーメル銀行）が１６５億３，５００万ペソ，サ

ンタンデール銀行１３８億７００万ペソとなっている。これら３行で全体の約

６０．８％占めるに至っており，主要商業銀行のプレゼンスが際立つ結果となっ

ている（表－１１）。融資件数においては，アステカ銀行，Banco Famsa（ファム

サ銀行），コンパルタモス銀行のプレゼンスが目立っており，これら３行で全

体の約７１．４％を占めている。特にアステカ銀行は全体の５５％以上を占めてお

り，その存在感は突出している。融資期間に関しては，概ね少額になるにつれ

て短くなる傾向が見て取れる。その他の特徴としては，サンタンデール銀行の

融資件数，認可済み融資残高において昨年比１，５５１．１％，３，３８３．７％と驚異的

な進捗があり，個人向け融資への参入が顕著に表れる結果となっている。

融資金額別にみた場合，更に各金融機関の融資戦略の特徴が表れる。以下過

去１年間（２０１４年９月～２０１５年８月）における個人融資傾向について，融資

金額に応じ３つのセグメント（①５，０００ペソ以下，②５，０００ペソ～２５，０００ペソ，

１７） Banco Azteca の詳細については以下のホームページを参照されたし。

(Banco Azteca : http://www.bancoazteca.com/PortalBancoAzteca/inicio.do)
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表－１１ 主要金融機関別個人向け融資残高状況（２０１５年８月）

金融機関名 融資数

認可済み融資残高
（単位：百万ペソ）
＊変化率は実質
ベース

融資のオリジネー
ションに対する平
均額（単位：ペソ）
＊変化率は実質
ベース

融資平均期間
（単位：月）

加重平均残高利
子率 ＊変化率
は単純な変化の
差異

残高分布におけ
る利子率の中央
値 ＊変化率は
単純な変化の差
異

システム全体 ７，１３１，７９３ １１０，９４３ ２１，８３０ ２０ ３３．７ ２５

変化率（％） ―４．８ １８．８ ２８．１ ５．５ ―４．８ ―７．０

Santander ９９，６０５ １３，８０７ ２０７，１８１ ４５ ２１．５ ２０．５

変化率（％） １，５５１．６ ３，３８３．７ ３７．９ ―７．５ ５．９ ５．５

Inbursa ３５１，２８８ １０，７０２ ３７，４６６ ３８ ２３ ２３．５

変化率（％） １１５．８ １１８．０ ８．５ ―１．３ ０．６ ０

Banamex ５１５，９４０ ３７，１２１ １０２，３１４ ３９ ２３．９ ２３

変化率（％） ６．５ １９．２ ８．０ ３．９ ―２．４ ―２．０

HSBC ７１，８７２ ３，６７９ ６８，５８４ ３４ ２５．６ ２７．１

変化率（％） ２１．７ ４２．０ ６．１ ―２．６ ―４．９ ―５．８

BBVA Bancomer ２６１，０９７ １６，５３５ ８８，９７３ ５７ ２７．５ ２６

変化率（％） ―４．９ ―７．２ ４．１ ２．２ ０．２ ２．０

Consubanco １６９，６００ ４，０１１ ２７，７２４ ４１ ４５．９ ４４．６

変化率（％） ４．３ １５．０ ６．９ ―２．２ ―３．６ ―３．４

Azteca ３，９３４，９９３ １２，５４１ ５，０３６ １３ ５３．４ ５５．６

変化率（％） ―１５．０ ―３６．２ ―１２．０ ―１．４ ―３．７ ―０．２

Afirme １８，４８２ ４００ ２６，２４７ ２５ ５７．２ ５６

変化率（％） ９．５ ２７．５ １３．２ １．０ ―０．７ ０

Bancoppel ４０３，９９３ １８８９ ６，３５０ １２ ６０．８ ６０．８

変化率（％） ２８．９ ３６．１ １１．９ ０ ０ ０

Credito Familiar ９７，７０４ ３，１７３ ３６，１１４ ３０ ６２ ６０

変化率（％） ―６．３ ８．８ １５．６ ７．０ ―０．２ ３．０

Compartamos ５２８，５２０ ５，１５２ １４，１８６ １１ ７９．３ ８２

変化率（％） ２９．５ ３３．３ ２．１ ―２．１ ７．０ １２．８

Banco Famsa ６２９，３５５ １，６７６ ３，２４１ １５ ７９．４ ７５

変化率（％） ―２４．３ ―４．９ １７．８ ―７．５ ―７．１ ―３５．０

Dondé ２３，２５１ ３６ １，７７３ １１ ９２ ９０

変化率（％） ５１．７ ５４．９ ８．７ ―９．７ １１．５ ９．５

Finandera Ayudamos ２６，０９３ ２２２ １０，１３４ １４ １０１ １０３

変化率（％） ６．９ ２１．７ １１．３ ―０．８ ―２．３ ―１．５

注１） 表中の変化率は昨年同月比の値。
注２） 以下の銀行は融資数が確認できなかったため対象から除外（実行融資全体の０．３％相当）：Banco Multiva, Scotiabank,

Cibanco, Opcipres, Banregio,Actinver, Banorte，Consupago, PagaTodo, Bajío, ABC Capital, Autofín, Globalcard。
（出所） Banco de México「Indicadores Básicos de Créditos Personales : Datos a agosto de 2015」
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③２５，０００ペソ以上）に分け，その特徴を整理して行く。

（１） 融資金額５，０００ペソ以下のケース

主要な商業銀行の参加は見られず，アステカ銀行，Bancoppel（バンコペル

銀行），コンパルタモス銀行のプレゼンツが目立ち，アステカ銀行とバンコペ

ル銀行の２行で，融資残高の約８４．１％，融資件数の約９０．５％を占めている。

特にアステカ銀行のプレゼンスは顕著で，１行のみで，融資残高の約６５．７％，

融資件数の約７５．１％を占めるに至っている。一方，融資平均金額においては，

バンコペル銀行が３，４４３ペソでトップであり，次いでコンパルタモス銀行の２，

５７１ペソとなっている。融資残高，融資件数で圧倒的な数値を記録したアステ

カ銀行は１，４２０ペソと上位５行中４位であり，小口融資の傾向が見られる。融

資期間においては全体的に短い傾向があり平均１１か月となっており，中でも

コンパルタモス銀行は極端に短く，平均融資期間は２ヵ月となっている（表－

１２）。

（２） 融資額５，０００ペソ～２５，０００ペソのケース

融資額５，０００ペソ以下のケースと同様に，アステカ銀行，バンコペル銀行，

コンパルタモス銀行のプレゼンスが顕著となっている。これら３行で，融資残

高の約７５．７％，融資件数の約８３．８％を占めている。ここでもアステカ銀行の

プレゼンスは際立っており，１行のみで，融資残高の約４６．４％，融資件数の約

表－１２ 金融機関別個人向け融資５，０００ペソ以下（２０１４年９月～２０１５年８月）

金融機関名 融資数

認可済み融資残高
（単位：百万ペソ）
＊変化率は実質
ベース

融資のオリジネー
ションに対する平
均額（単位：ペソ）
＊変化率は実質
ベース

融資平均期間
（単位：月）

加重平均残高利
子率 ＊変化率
は単純な変化の
差異

残高分布におけ
る利子率の中央
値 ＊変化率は
単純な変化の差
異

システム全体 ２，７７９，９０８ ３，８３６ １，６４９ １１ ５９．５ ５５．６

Azteca ２，０８８，１７１ ２，５１９ １，４２０ １０ ４９．１ ４４．９

Bancoppel ２１２，１７９ ５３７ ３，４４３ １２ ６０．８ ６０．８

Comportamos ２８，６７８ ４５ ２，５７１ ２ ７９．３ ８０．０

Banco Famsa ４２８，８５０ ７０９ １，８３４ １４ ９２．８ １００．０

Dondé ２２，０３０ ２６ １，３４８ １１ ９７．８ ９０．０

注） 以下の銀行は融資数が確認できなかったため対象から除外（融資数全体の０．５％相当）：
Banco Multiva, Santander, Cibanco, Dondé，Scotiabank, Banregio, PagaTodo, Bajío,Globalcard, Autofin, Banorte, ABC Capital。

（出所） Banco de México「Indicadores Básicos de Créditos Personales : Datos a agosto de 2015」
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５３．３％を占めるに至っている。融資平均額においては，Inbursa（インブルサ

銀行）の２４，２２９ペソを筆頭に，主要商業銀行が軒並み１７，０００ペソ以上となっ

ている。平均融資期間では，主要商業銀行の融資期間は平均値をはるかに超え

ているケースが目立ち，バンコーメル銀行においては，５７ヵ月となっている。

加重平均利子率では，主要商業銀行は低水準であり，平均値が５９．１％に対し

て，インブルサ銀行（２３．６％），バナメックス銀行（２７．８％），HSBC 銀行

（２８．５％）が２０％台であり，主要商業銀行で３０％を超えたのはバンコーメル

銀行（３６．４％）のみである。なお，加重平均利子率の平均値は昨年同月比２．２

％の増加となっている。

融資額５，０００ペソ～２５，０００ペソのケースでは，融資期間別（２４か月以下：

グループ１，２４か月以上：グループ２）にみると，更なる特徴が表れる。グル

ープ１においては，アステカ銀行，バンコペル銀行，コンパルタモス銀行のプ

レゼンスが顕著となっており，これら３行で，融資残高の約８９．３％，融資件

数の約９０．５％を占めている。また，アステカ銀行は融資残高の約５４．８％，融

資件数の約５７．５％を占め，第１位である。

表－１３ 金融機関別個人向け融資５，０００～２５，０００ペソ（２０１４年９月～２０１５年８月）

金融機関名 融資数

認可済み融資残高
（単位：百万ペソ）
＊変化率は実質
ベース

融資のオリジネー
ションに対する平
均額（単位：ペソ）
＊変化率は実質
ベース

融資平均期間
（単位：月）

加重平均残高利
子率 ＊変化率
は単純な変化の
差異

残高分布におけ
る利子率の中央
値 ＊変化率は
単純な変化の差
異

システム全体 ２，０５９，９５４ １７，４４５ １１，０７３ １７ ５９．１ ５５．８

Inbursa ５３，２８５ １，１８７ ２４，２２９ ３８ ２３．６ ２３．５

Banamex ３１，４７５ ４３０ １７，０７７ ２８ ２７．８ ２７．０

HSBC ８，５１７ １２６ １７，２３０ ３１ ２８．５ ２７．１

BBVA Bancomer ２２，５６５ ３５４ １７，２２９ ５７ ３６．４ ３８．０

Consubanco ４７，６２８ ６３１ １４，１６７ ３２ ４６．９ ４３．２

Azteca １，０９７，３５４ ８，１０４ ９，８４６ １６ ５４．３ ５５．６

Bancoppel １９０，９７７ １，３５１ ９，５８２ １２ ６０．８ ６０．８

Banco Famsa １０１，９４２ ７４７ ８，３６９ １７ ７２．３ ６５．０

Afirme １０，４８０ １１８ １３，０９９ ２０ ７３．２ ７６．１

Credito Familiar ３６，５２７ ４７０ １３，８１３ ２６ ７９．２ ８４．０

Compartamos ４３８，４２６ ３，７４５ １２，３８１ １１ ８１．６ ８２．０

Financiera Ayudamos ２０，７７８ １８３ １０，３３０ １４ １０２．５ １０４．７

注） 以下の銀行は融資数が確認できなかったため対象から除外（融資数全体の０．４％相当）：
Banco Multiva, Santander, Cibanco, Dondé，Scotiabank, Banregio, PagaTodo, Bajío, Globalcard, Autofin, Banorte, ABC Capital。

（出所） Banco de México「Indicadores Básicos de Créditos Personales : Datos a agosto de 2015」

メキシコのリテール金融の特徴

― ―４８３



グループ２においては，インブルサ銀行，Concubanco（コンク銀行），バン

コーメル銀行のプレゼンスが目立っており，これら３行で，融資残高の約

７２．８％，融資件数の約６８．６％を占めている。トップはインブルサ銀行で，融

資残高の約４４．９％，融資件数の約３６．２％を占めている。

グループ１とグループ２の比較においては，顕著な違いが見て取れる。グル

ープ１の主な金融機関は主要商業銀行以外となっており，グループ２の主な金

融機関は主要商業銀行となっている。融資数，融資額においてはグループ１が

表－１４ 融資期間別金融機関別個人向け融資５，０００～２５，０００ペソ（２０１４年９月～２０１５年８月）

融資数

認可済み融資残高
（単位：百万ペソ）
＊変化率は実質
ベース

融資のオリジネー
ションに対する平
均額（単位：ペソ）
＊変化率は実質
ベース

融資平均期間
（単位：月）

加重平均残高利
子率 ＊変化率
は単純な変化の
差異

残高分布におけ
る利子率の中央
値 ＊変化率は
単純な変化の差
異

融資期間２４か月以下（グループ１）

セグメント １，９０８，７０２ １４，７８２ １０，４４５ １５ ６３．５ ５６．０

Banamex １５，２９５ １７１ １６，４５６ １８ ３０．０ ２９．０

Consubanco ２２，４３３ ２４７ １３，０８５ １８ ４７．５ ４２．６

Azteca １，０９７，３５４ ８，１０４ ９，８４６ １６ ５４．３ ５５．６

Bancoppel １９０，９７７ １，３５１ ９，５８２ １２ ６０．８ ６０．８

Banco Famsa ９８，７９５ ６９８ ８，１１１ １７ ７４．１ ６５．９

Compatamos ４３８，４２６ ３，７４５ １２，３８１ １１ ８１．６ ８２．０

Credito Familiar ２４，６４４ ２８４ １２，６８０ ２１ ８６．６ ９２．０

Financiera Ayudamos ２０，７７８ １８３ １０，３３０ １４ １０２．５ １０４．７

融資期間２４か月以上（グループ２）

セグメント １４７，１６５ ２，６４２ １９，２３７ ４２ ３４．２ ２４．０

Inbursa ５３，２８５ １，１８７ ２４，２２９ ３８ ２３．６ ２３．５

Banamex １６，１８０ ２５９ １７，６６５ ３９ ２６．３ ２５．０

HSBC ５，８９０ ９４ １７，６６５ ３６ ２８．３ ２７．１

Santander １，６１２ ２７ １８，２３４ ４４ ３２．８ ３３．０

Cibanco ９１８ １４ １５，３３７ ５１ ３５．７ ３５．０

Banco Multiva ８３６ １３ １５，９１３ ４８ ３６．１ ３５．０

BBVA Bancomer ２２，４２８ ３５２ １７，２２８ ５７ ３６．４ ３８．０

Concubanco ２５，１９５ ３８４ １５，１３０ ４４ ４６．４ ４３．３

Banco Famsa ３，１４７ ４９ １６，４８５ ３６ ４７．２ ４５．０

Credito Familiar １１，８８３ １８６ １６，１６３ ３７ ６７．７ ６９．０

Afirme ５，７９１ ７６ １４，１２１ ２６ ７０．５ ６７．１

注） 以下の銀行は融資数が確認できなかったため対象から除外：
Dondé，Scotiabank, Banregio, Globalcard, Autofin, Bajío, ABC Capital, Banorte, PagaTodo。

（出所） Banco de México「Indicadores Básicos de Créditos Personales : Datos a agosto de 2015」
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圧倒しており，それぞれグループ２の約１３倍，約５．６倍となっている。一方，

融資平均額では，グループ２はグループ１の約１．８倍であり，平均金利におい

てはグループ１の６３．５％に対しグループ２は３４．２％とその差は２９．３％にも

なり，かなりの違いある。これらの傾向は，商業銀行の存在によるものが大き

く，商業銀行を利用できない層にとっては金利負担が大きいことを表している

（表－１４）。

（３） 融資額２５，０００ペソ以上のケース

全体的に主要商業銀行のプレゼンスが目立つ結果となっているが，２５，０００

ペソ以下のケースと違い，融資件数，融資残高に多少のばらつきがある。融資

件数では，バナメックス銀行，インブルサ銀行，バンコーメル銀行の３行で全

体の約６６．２％を占めているのに対し，融資残高では，バナメックス銀行，サ

ンタンデール銀行，バンコーメル銀行の３行で全体の約７２．８％を占める結果

となり，融資件数と融資額では順位が入れ替わる結果となった。その中でもバ

ナメックス銀行は融資件数，融資額ともに１位であり，それぞれ約３６％，約

表－１５ 金融機関別個人向け融資２５，０００ペソ以上（２０１４年９月～２０１５年８月）

金融機関名 融資数

認可済み融資残高
（単位：百万ペソ）
＊変化率は実質
ベース

融資のオリジネー
ションに対する平
均額（単位：ペソ）
＊変化率は実質
ベース

融資平均期間
（単位：月）

加重平均残高利
子率 ＊変化率
は単純な変化の
差異

残高分布におけ
る利子率の中央
値 ＊変化率は
単純な変化の差
異

システム全体 ７３３，４５４ ５８，１１０ ９２，４５９ ３８ ２７．３ ２３．５

Santander ４４，９８０ ９，２３０ ２５９，５９８ ４６ ２１．７ ２０．５

Inbursa １４８，４３７ ６，２０２ ４４，４４７ ３７ ２３．１ ２３．５

Banamex ２６４，７２６ ２５，４２３ １１２，５７１ ３９ ２３．２ ２２．０

HSBC ３９，１２８ ２，９１９ ８３，９１５ ３３ ２４．３ ２６．４

BBVA Bancomer ７２，３６１ ７，６４８ １２１，６５０ ５８ ２７．６ ２７．０

Scotiabank ３，０８４ ２６９ １００，７８１ ４０ ２９．４ ２７．９

Banco Famsa ２，５３６ １１３ ４６，６９７ ２５ ３８．１ ３６．０

Consubanco ３２，７５７ １，７７８ ５３，６３５ ４５ ４３．８ ４０．８

Afirme ４，３５１ ２２１ ５５，４２３ ３０ ５０．７ ４８．７

Azteca ２５，２５２ ６８６ ３８，１３３ １９ ５５．５ ５５．６

Credito Familiar ４１，４５１ ２，３１３ ５８，９９９ ３４ ５８．７ ６０．０

Compartamos ５４，３９１ １，３０９ ３３，４１７ １２ ７３．４ ７２．６

注） 以下の銀行は融資数が確認できなかったため対象から除外：
Dondé, Scotiabank, Banregio, Globalcard, Autofin, Bajío, ABC Capital, Banorte, PagaTodo。

（出所） Banco de México「Indicadores Básicos de Créditos Personales : Datos a agosto de 2015」
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４３．８％を占めるに至っておりそのプレゼンスが目立っている。

融資平均額においては，サンタンデール銀行が２５９，５９８ペソで，全体の平均

額（９２，４５９ペソ）の約２．８倍となっており，融資件数はあまり多くないが１

件当たりの融資額が大きい所に特徴がある。また全体の平均利子率は２７．３％

となっており，この値を下回ったのはサンタンデール銀行（２１．７％），インブ

ルサ銀行（２３．１％），バナメックス銀行（２３．２％），HSBC 銀行（２４．３％）とな

っている（表－１５）。なお，全体の平均利子率は昨年同月比で４％の減少とな

っている。

３－３ 移民送金による資金調達

メキシコでは移民送金も重要な資金調達手段となっている。現在，約１，２００

万人のメキシコ人が移民として各国に渡っており，その多くがアメリカに渡っ

ている。世界銀行の統計によれば，メキシコの移民送金受取額は２００７年の約

２６８億ドルをピークに，リーマンショックの影響後２００９年には減少したが，

その後増加に転じ，２０１５年の移民送金受取額は約２６１億ドルとなっており，

２０１６年には約２８０億ドルに達する見込みである（図－５）。ペソ安ドル高の状

況が続く中，相対的にメキシコにおける移民送金の価値は増加しており，メキ

シコの貧困層の重要な資金源となっている。

「移民および移民送金年報２０１６年度版 (Anuario de migración y remesa de

México 2016）」によれば，２０１４年の移民送金受取世帯数は約１２９万２千世帯

となっており，メキシコの全世帯の内約４．１％に相当する（図－６）。また，全

ての州で移民送金の受取がなされ，ミチョアカン (Michoacan) 州が１位で，２５

億３，１００万ドル，次いでグアナファト (Guanajuato) 州が２２億６，２００万ドル，

ハリスコ (Jalisco) 州が２２億１，７００万ドルとなっており，上位３州で２０億ド

ルを超える移民送金受取がなされている（表－１６）。大都市のあるハリスコ州

が３位に入っていることから，必ずしも地方への移民送金が多いわけではなく，

メキシコ全土で移民活動が活発であることが見て取れ，メキシコ国民にとって

移民送金の重要さが表れている。

移民送金を受けている世帯は，低所得者層の者が圧倒的に多く，世帯構成が

それを物語っている。世帯主の構成を見ると，男性が約４０．８％，女性が約

５９．２％となっており，それぞれ平均年齢は，５０．７歳，５５．７歳となっている。

また同居家族をみると，１１歳以下の子供，６５歳以上の老人がいる比率は各世
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帯において，男性２２．３％，１５．４％，女性１５．３％，２２．７％となっており，扶養

の為，移民送金が重要な役割を果たしている可能性がある。

興味深いのが世帯主の最終学歴である。小学校を卒業していない割合が，男

性４４．５％，女性５３．１％と極めて高く，義務教育である中学校を卒業している

割合が，男性２８．４％，女性１５．８％となっており，男女ともに７０％以上が義

務教育を修了していないことになる（表－１７）。このことから，学歴の低さが

賃金の良い職に就けない要因になっており，賃金の良い海外への移民として渡

図－５ メキシコの移民送金額推移（２０００年～２０１５年）

（出所） The World Bank「Migration and Remittances Data」

図－６ 移民送金受取世帯数と全世帯数比率（２０１４年）

（出所） Anuario de migración y remesa de México 2016
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るインセンティブになっていると考えられる。居住地域規模の点からも，人口

の少ない地域での世帯割合が多く，これらの地域では雇用が創出されづらいこ

とが考えられ，移民送金に頼る傾向が見てとれる。また，消費内訳からもその

ほとんどが生活必需品に割り当てられ，更には返済金に充てられる割合も高い

ことから，労働収入が低いことが予想される。教育に回せる費用はほとんどな

く，学歴を得ることは困難な状況にある（表－１８）。

移民送金における主な送金手段は電子送金であり，送金全体の約９７．５％を

占めている。一般的な電子送金は銀行における送金であるが，近年銀行以外の

送金仲介機関が存在感を増してきている。主な送金仲介機関としては，マネー

グラム，ウェスタンユニオン等がある。これらの送金仲介機関は小口送金に優

位性があり，１回の送金金額，月当たりの送金金額の上限があまり高くない水

準に設定されているものの，この設定金額はメキシコの貧困層には十分であり，

特段問題はない。また送金が相手に届くまでの時間が銀行送金に比べ格段に早

表－１６ 州別移民送金受取額状況（２０１５年）

州名 受取額 比率 州名 受取額 比率

１ Michoacán ２，５３１ １０．１ １８ Morelos ５５１ ２．２

２ Guanajuato ２，２６２ ９．１ １９ Durango ５３３ ２．１

３ Jalisco ２，２１７ ８．９ ２０ Sinaloa ５３３ ２．１

４ México １，５６０ ６．３ ２１ Querétaro ４６０ １．８

５ Puebla １，３７１ ５．５ ２２ Nayarit ３９９ １．６

６ Oaxaca １，２８９ ５．２ ２３ Coahuila ３８７ １．６

７ Guerrero １，２７７ ５．１ ２４ Sonora ３７６ １．５

８ Distrito Federal １，０９０ ４．４ ２５ Aguascalientes ３５０ １．４

９ Veracruz １，０８６ ４．４ ２６ Tlaxcala ２５５ ０．９

１０ San Luis Potosí ８４９ ３．４ ２７ Colima ２１９ ０．９

１１ Zacatecas ７６７ ３．１ ２８ Yucatán １３５ ０．５

１２ Hidalgo ２７５ ２．９ ２９ Tabasco １３０ ０．５

１３ Baja California ６８１ ２．７ ３０ Quintana Roo １１７ ０．５

１４ Tamaulipas ６６５ ２．７ ３１ Campeche ５６ ０．２

１５ Nuevo León ６４４ ２．６ ３２ Baja California Sur ５１ ０．２

１６ Chihuahua ６４３ ２．６
Total ２４，９４８ １００．０

１７ Chiapas ５９３ ２．４

注） 表中の受取額単位は１００万ドル，比率は％。
（出所） Anuario de migración y remesa de México 2016
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く緊急の場合にも対処ができるという利点もある１８）。送金手数料が銀行送金よ

りリーズナブルなことも，利用者を増やしている要因である。

注） 複数回答の為，合計は１００％にならない。
（出所） Anuario de migración y remesa de México 2016

１８） メキシコ・アメリカ間の銀行送金では，概ね翌日には反映されることが多く，国際送金に

おいては，かなり早い方である（メキシコ・日本間の場合，最低でも３～５日はかかる）。た

だし，マネーグラム，ウェスタンユニオンの利用の場合，送金手続き完了後，最短で１０分

後には相手は受取が可能となる為，即日の受取も可能である。

表－１７ 移民送金受取世帯詳細（２０１４年）

項目 男性 女性

移民送金受取世帯数
５２７，０００世帯
（４０．８％）

７６５，０００世帯
（５９．２％）

世帯主平均年齢 ５０．７歳 ５５．７歳

同居家族
１１歳以下 ２２．３％ １５．３％

６５歳以上 １５．４％ ２２．７％

男性 女性

世帯主最
終学歴

小学校中退もしく
はそれ以下

４４．５％ ５３．１％

小学校卒 １４．５％ ２０．４％

中学校卒 ２８．４％ １５．８％

高卒・中退 １２．６％ １０．８％

男性 女性

居住地域
規模

２，５００人以下 ４４．７％ ５３．７％

２，５００～１４，９９９人 ３１．７％ ２８．２％

１５，０００人以上 ２３．６％ １８．０％

（出所） Anuario de migración y remesa de México 2016

表－１８ 移民送金消費内訳（２０１４年）

項目 男性 女性

食品・衣服 ７５％ ５９％

返済金 ４６％ ４８％

住居関連 ２３％ ３３％

健康維持 ２２％ ２９％

教育 １５％ －

その他 ９％ －

家賃 ８％ ２９％
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一方，メキシコでの受取は必ずしも銀行で行われていない。銀行での受取は

全体の約３６．３％に過ぎず，約６３．７％はノンバンク機関で行われている１９）。こ

の理由としては，メキシコ側で受け取る家族が銀行口座を所有していない可能

性が考えられる。メキシコでは過去の経済危機の経験から，銀行に不信を抱く

者も少なくなく，また地方では銀行が無い所もあり，郵便貯金制度の無いメキ

シコでは所謂銀行口座を所有しない者が多数存在する。この点において，貧困

層では金融アクセスに困難を生じている者がいる可能性がある。このため，銀

行以外の送金仲介機関の需要増につながっている可能性がある２０）。

４． 資金調達における課題

４－１ 銀行融資における課題

個人向け小口融資においては，商業銀行のみならずマイクロファイナンス機

関もその役割を担っており，借り手には多数の選択肢がある。一方問題も少な

からず存在する。一般的に主要商業銀行の利子率はその他の金融機関に比べて

低くなっており，通常であれば主要商業銀行に融資を申し込むのが賢明である。

ところが，「個人向け融資の基礎指標」調査の結果をみると，小口融資におい

て主要商業銀行から融資を受けている件数はその他の金融機関よりも圧倒的に

少なくなっている。その為，融資申請者は短期の少額資金の調達には年利５０

％超え，場合によっては７０％を超えるような金利での調達を余儀なくされて

いる。その要因としてはいくつか考えられる。第１に，小口の融資の場合の融

資コストである。基本的に小口融資の場合，商業銀行にはコストと比較してあ

まり利益が得られない。この傾向は「個人向け融資の基礎指標」にも表れてい

る。２５，０００ペソ以上の融資において商業銀行のプレゼンスが顕著であること

から，貸し倒れリスク，融資コストを勘案した場合，あまり商業銀行には少額

１９） Anuario de migración y remesa de México 2016, grafíca 8.8

２０） 送金者から受取に必要な情報を入手し，①身分証明書，②受取に必要な情報（送金人の氏

名，送金国，送金金額，送金手続きの際に発行される送金管理番号，本人確認書類（身分証

明書））を提示することにより，送金の受取が可能となる。受取場所は，銀行，コンビニセ

ンスストア，薬局等多数存在し国内どこでも受取ができる。送金手数料は例えば，５００ドル

をアメリカから送金した場合，マネーグラム社の場合９．９９ドルとなっている。その他送金

金額の上限等の詳細については，各ホームページを参照されたし

（マネーグラム：https://secure.moneygram.com/，

ウェスタンユニオン：https://www.westernunion.com/jp/en/home.html）
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融資のインセンティブは存在していないことが分かる。

第２の要因は，メキシコの就業形態にある。全体で見た場合，非正規労働者

が約５８．１％を占め，またインフォーマル分野従事者が約２７．２％を占める状況

では，安定した収入を得ることが難しく，これが銀行の要求する定期収入の項

目に触れる可能性がある２１）。特に，自営業者は自身の収入に変動があることが

予想され，証明することに困難を伴うケースが数多く存在する。商業銀行は口

座を所有する顧客への融資を基本としており，融資の際には申請者の所得，勤

続年数を基に与信判断を行う。銀行口座が給与振込口座を開設している場合，

銀行側で所得・勤続年数を容易に把握できるため与信判断には有利であり，時

には銀行側から個人融資のプロモーションを行うケースが多々存在する２２）。所

謂優良顧客には金融アクセスの機会が多く与えられ，収入が不安定な者は銀行

へのアクセスが困難な状況にある。

また，定期的に給与所得を得ている者の中にも，給与を銀行振り込みにせず

に小切手での受け取りを選択し，必要金額を自身の口座へ入金する者も多く存

在する。この要因としては大きく分けて２つ考えられる。１つ目の要因は伝統

的な銀行への不信感である。従来，給与の支払いは小切手が主流であった。銀

行振り込みが始まった初期には，銀行の不手際で振込み金額に差異があったり，

期日までに振り込みがなされない等の問題が存在した。現在はこうしたケース

はあまり見られないが，これを基に未だに小切手による給与受け取りを選択し

ている者が多数存在する。

２つ目の要因は，個人的な都合によるものである。公共料金，また割賦で商

品を購入した際に，自身の口座を代金の引き落とし口座にした場合，自動的に

代金が期日に引き落とされる。通常，引き落とし日は給与の日に設定されてい

ることが多く，銀行側は給与振り込みがなされると即時引き落としを行う。一

方で，不安定な雇用の為，職を変える機会も多く，その都度給与水準が変わる

可能性がある。前職より給与水準が下がった場合，引き落とし金額が多いと生

活に支障をきたすことが考えられ，生活を守るために割賦金の支払は自らが振

り込む形を選択するケースが多く存在し，自動引き落としのインセンティブは

低下する。このため，給与は振込みではなく，小切手にて受取り，必要な金額

を自身の口座へ入金するという行動を選択することになる。この結果，支払の

２１） 通常，融資申し込みの際には直近３か月の収入証明が必要となる。

２２） グアダラハラにおけるバンコーメル銀行へのヒアリング調査（２０１６年１０月実施）
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延滞等が発生し，自身のクレジットヒストリーに悪影響を及ぼすケースが存在

し，銀行借り入れに不利に働くという悪循環になっている。これらは，不安定

な雇用形態に起因することが多く，正規雇用の拡大を中心とした雇用形態の改

善が一つの対策となりうる。また，信用保証制度の拡充も重要なファクターと

なり得る。当然の事ながら，個人融資においてもデフォルト率等を勘案する必

要があるが，民間で対応できない部分に関しては公的な支援が必要である。こ

の点については今後の研究課題である。

４－２ マイクロファイナンスにおける資金調達の課題

商業銀行融資を受けられない場合，通常はマイクロファイナンス機関へ申請

することになる。ここで課題となるのが融資金利である。金額が大きくなるに

つれ金利は低下傾向にあるものの，その多くは最低でも年利５０％，場合によ

っては７０％を超えるケースが多く存在している。メキシコでは，給与支払い

がブルーカラーでは週払い，通常は１５日毎の支払いとなっており，融資の返

済についても月払いは稀であり，週払い，もしくは１５日毎の支払いが一般的

である。そのため，返済期間は短いものの，返済回数は多くなる傾向にあり，

１回あたりの返済金額は小さくなる。岡本 (2015) では，「１６週の借り入れ，

１，０００ペソ借入，１６週返済，年利７８．３％，年複利１１７．５％」の条件での返済シ

ミュレーションを行っている２３）。週当たりの利率は１．５％，週毎の支払金額が

７０．８ペソの場合，１，０００ペソの借り入れに対する利息は１３３ペソ程度にしかな

らず，IVA という付加価値税（１６％）を加えた場合でも，１５４ペソ程度の利息

支払いにしかならない。約３か月の借り入れで，１３％～１５％台の利率という

印象があり，借り手にとっては年利７８．３％という高金利を実感するに至らな

い可能性がある。この点について，岡本 (2015) は，一時的な現金不足にみま

われて運転資金に充てたり，消費目的で短期借り入れを行う者にとっては，支

払いの絶対額の方が重要であり，年間に１，２度借りる程度であれば，所得や

事業資産全体の中での支払利息を考え，あえて借入をしても資金を得て対応す

ることの重要度と利息額を天秤にかけるはずである，としている２４）。つまり，

短期借入をするものにとっては，借り入れ手段の確保が重要であり，年利より

も毎回の返済金額に優位性が存在し，銀行等で借り入れができない者にとって

２３） 岡本 (2015) p. 10

２４） 岡本 (2015) p. 10
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は，未だ重要な資金調達手段となっていることを意味している。この為，地方

部のみならず，都市部においてもマイクロファイナンス機関はそのプレゼンス

を維持し，拡大傾向にある。今後も労働環境，収入構造の改善が無い限り，一

般的な小口資金調達手段としてマイクロファインナンスの必要性が減ることは

ないと思われる。ただし，高金利であることに変わりはなく，多重債務等の問

題に対処する必要もある。コンパルタモス銀行のプレゼンスが際立っている市

場ではあるが，今後は競争的な環境を整備し，金利負担の減少を含めて検討し

ていく必要性がある。

５． 結語

本稿ではメキシコの個人の小口資金調達手段について労働形態・収入構造を

整理した上で，民間金融機関を対象として考察をおこなった。メキシコでは，

インフォーマル部門のプレゼンスが小さくなく，また正規に比べ非正規の割合

が大きく，その為安定した収入を得ることに困難が生じ，相対的に収入が低く

なる傾向があることを確認した。また所得構造においては，上位１０％の者が，

全体の５０％以上の収入を得ており，格差が未だ大きく，富裕層はより裕福に

なり，大衆層ではなかなか所得を上げることが難しい。高所得を得られない一

因が学歴の低さであり，特に貧困層においては教育にかける費用がないことか

ら，学歴を得ることが難しく，その結果好待遇の職に就けていない。これらの

状況が，個人の資金調達にも影響している。小口資金の調達先としては，商業

銀行の他，マイクロファイナンスがある。利率の点から，通常は商業銀行への

融資申し込みが理想的であるが，実際はマイクロファイナンス機関の利用がほ

とんどである。銀行借り入れが難しい要因としては，定期的な収入を得ること

が困難な労働環境があり，また一部の者は銀行口座を所有していないことなど

がある。そのため，有利な金利の銀行借り入れではなく，高金利のマイクロフ

ァイナンスでの借り入れを余儀なくされている。マイクロファイナンスでは

７０％を超える年利がまかり通っており，通常であれば支障をきたすレベルで

あるが，返済期間が短いこと，１回の返済金額が少額であることから，借主に

とっては資金調達手段の確保が優先であり，今後もマイクロファイナンスのプ

レゼンスは低下することはないと思われる。

貧困層の資金調達手段では移民送金が重要な役割を果たしている。とりわけ，
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貧困層では義務教育を修了できない者が多く，そのため好待遇の職に就けてい

ない。そのため，必要な費用を借り入れ，移民送金で返済するという形をとる

世帯が多く存在する。また，地方の場合，新たな雇用の創出が難しいこともあ

り，移民送金に頼る傾向がある。この点においても，労働環境，雇用環境の改

善が無い場合には，移民送金のプレゼンスは低下することなく，今後もメキシ

コの貧困層においては重要な役割を果たすことになると思われる。

総じて，メキシコでの小口資金調達において金融機関は多く存在するものの，

正規の職得ている者は有利な条件で資金調達が可能であり，一般的な労働者は

マイクロファイナンスでの借り入れを余儀なくされている。根本的な問題は，

雇用形態にあり，安定した定職を得られないことが主な要因である。これを改

善するには政府による援助，補助が必要であるが，合わせて融資の際の信用保

証制度の充実等も重要である。この点については今後の研究課題である。

本稿では，公的部門を扱わず，民間金融機関を対象に考察を行ったが，経済

発展途上の国においては，公的な補助が必要不可欠であり，メキシコもこれに

当てはまる。インフォーマル部門が小さくないことから，政府の税収に影響を

及ぼしており，財政的な政策の実行に困難をきたしている。このような状況で

は，法的な改善，システムの改善などを主に行うことになり，例えば先進的な

融資手法を取り入れることにより円滑な貸し出しを行う体制を構築することも

一考である。現在，マイクロファイナンスのプレゼンスが向上しているなか，

競争的な状況を生み出し，金利の低下を含め，より良い貸出環境の整備が望ま

れる。
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